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学
内
外
で
勉
学
・
ス
ポ
ー

ツ
・
課
外
活
動
を
通
じ
て
顕

著
な
成
績
を
収
め
た
学
生
を

対
象
と
し
た
商
学
部
の
０９
年

度
学
部
長
賞
表
彰
が
１
月
２６

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
内
野
明
学
部
長
か

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
∥

写
真
。
表
彰
者
・
チ
ー
ム

名
、
所
属
団
体
、
表
彰
内

容
な
ど
は
次
の
通
り
（
カ

ッ
コ
内
は
学
年
、
敬
称

略
）▽

公
認
会
計
士
試
験
最

終
試
験
合
格
∥
篠
原
佑
介

（
４
）、
塚
田
純
平（
４
）、

渡
辺
謙
（
４
）、六
車
明
紘

（
４
）、
富
樫
和
之
（
３
）、

服
部
彰
男
（
３
）
▽
全
国

大
学
対
抗
簿
記
大
会
１
級

１
位
∥
個
人
戦
・
金
子
和

弘
（
２
）、同
団
体
戦
・
金

子
、
桜
井
博
一（
２
）、
梅
田

宙（
２
）▽
大
学
生
の
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド

優
秀
賞
∥
井
上
友
也
（
３
・

奥
瀬
喜
之
ゼ
ミ
代
表
）
▽「
専

大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
」
課
題
解
決
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
部
門
鳳
賞

（
最
優
秀
賞
）
∥
高
丘
智
貴

（
３
・
前
川
明
彦
ゼ
ミ
代

表
）
▽
学
生
研
究
奨
励
賞
・

審
査
員
特
別
賞
∥
井
岡
健
太

（
３
・
生
田
目
崇
ゼ
ミ
代

表
）
▽
第
６
回
神
奈
川
産
学

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
最

優
秀
賞
∥
有
我
和
記
（
３
・

国
田
清
志
ゼ
ミ
代
表
）
▽
全

日
本
学
生
馬
術
女
子
選
手
権

大
会
優
勝
∥
靍
林
舞
（
３
）

く
ろ
も
ん

「
黒
門
」
除
幕
式
は
、
日
髙
義
博
理
事
長

・
学
長
、
菅
沼
堅
吾
育
友
会
長
、
学
生
を
代
表

し
て
西
嶋
泰
史
神
田
自
治
会
委
員
長
（
法
３
）
、

創
立
者
（
相
馬
永
胤
、
田
尻
稲
次
郎
、
目
賀
田

種
太
郎
、
駒
井
重
格
）
の
子
孫
に
あ
た
る
駒
井

一
夫
さ
ん
（
駒
井
重
格
）
ら
が
除
幕
を
行
い
、

新
生
「
黒
門
」
が
姿
を
現
し
た
。

日
髙
理
事
長
・
学
長
は
「
新
し
い
『
黒
門
』

の
開
門
は
、
専
修
大
学
創
立
１
５
０
年
に
向
け

て
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。ま

た
育
友
会
の
菅
沼
会
長
は
「
創
立
者
４
人

の
情
熱
、勇
気
、希
望
に
思
い
を
は
せ
、
学
生
た

ち
に
そ
の
志
を
継
い
で
ほ
し
い
と
黒
門
を
完
成

さ
せ
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
大
い
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

今
回
の
設
置
は
、
育
友
会
か
ら
「
歴
史
と
伝

統
を
将
来
に
わ
た
っ
て
語
り
継
げ
る
象
徴
的
な

も
の
を
寄
贈
し
た
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
っ
て

実
現
。
１
８
９
９（
明
治
３２
）年
当
時
の
黒
門
の

写
真
を
基
に
、
サ
イ
ズ
や
仕
様
を
で
き
る
限
り

再
現
し
よ
う
と
試
み
た
。
高
さ
約
３
㍍
、
幅
５

㍍
、
奥
行
き
１
・
５
㍍
で
国
産
ヒ
ノ
キ
材
を
使

用
。
柿
渋
に
よ
り
黒
く
仕
上
げ
た
冠
木
門
で
、

専
大
通
り
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

専
修
大
学
前
身
を
表
す
看
板
の
「
私
立

専

修
学
校
」揮
ご
う
は
、書
家
と
し
て
も
活
躍
す
る

仲
川
恭
司
文
学
部
教
授
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
周
辺

に
は
１
０
０
年
前
の
「
黒
門
」
写
真
と
創
立
者

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
、
専
修
大
学
の

「
Ｓ
」
を
表
し
た
路
面
に
は
、１
９
７
０（
昭
和

４５
）
年
ま
で
靖
国
通
り
を
走
っ
て
い
た
都
電
の

敷
石
を
用
い
る
な
ど
、
本
学
が
神
田
神
保
町
で

歴
史
を
刻
ん
だ
証
し
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

１
８
８

０

（
明
治
１３
）
年

９
月
に
現
在
の
東
京
・
中
央
区
銀
座
で
開
校
し

た
「
専
修
学
校
」
（
専
修
大
学
の
前
身
）
は
、

１
８
８
５（
明
治
１８
）年
７
月
に
神
田
に
移
転
。

江
戸
時
代
、
こ
の
あ
た
り
は
、
旗
本
や
御
家
人

の
武
家
屋
敷
の
地
で
、
そ
の
多
く
は
冠
木
門
と

い
わ
れ
る
両
側
の
柱
上
部
に
冠
木
と
呼
ば
れ
る

横
木
を
渡
し
た
屋
根
の
な
い
門
構
え
だ
っ
た
。

専
修
学
校
の
正
門
に
も
そ
れ
が
使
わ
れ
、
東
大

の
「
赤
門
」
に
対
し
て
、「
黒
門
」
と
言
わ
れ
、

「
黒
門
」
は
専
修
学
校
を
意
味
し
た
。
１
９
０

７
（
明
治
４０
）
年
の
校
舎
改
築
に
伴
っ
て
「
黒

門
」
は
な
く
な
っ
た
。
（
１
面
に
関
連
記
事
）

公
認
会
計
士
な
ど
の
難
関

試
験
に
合
格
し
た
学
生
に
奨

学
金
を
支
給
す
る
「
指
定
試

験
奨
学
生
」
の
０９
年
度
対
象

者
１９
人
に
こ
の
ほ
ど
奨
学
金

の
支
給
が
行
わ
れ
た
∥
写

真
。支

給
さ
れ
た
学
生
は
次
の

と
お
り（
敬
称
略
）。

▽
公
認
会
計
士
試
験
最
終

試
験
合
格
∥
石
坂
亮
太
（
経

済
３
）
※
商
学
部
の
最
終
試

験
合
格
者
６
人
は
右
の
学

部
長
賞
表
彰
に
掲
載
。

▽
同
短
答
式
試
験
合
格

∥
下
向
達
朗
（
経
済
４
）
、

渡
邊
昌
博
（
経
済
３
）
、
向

山
淳
史
（
商
４
）
、
中
村
哲

也（
商
４
）、小
坂
明
裕（
商

３
）
、
池
津
史
貴
（
商
３
）
、

倉
持
浩
次
（
商
３
）
、
金

子
和
弘
（
商
２
）
、
橋
本
浩

樹
（
商
２
）
、
上
石
晃
太
朗

（
商
２
）、梅
田
宙（
商
２
）、

蔡
鐘
宇（
商
２
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

「
企
業
研
修
」（
３
年
次
）

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

総
合
演
習
」
（
２
年
次
）
の

２
つ
の
科
目
で
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
企
業
８
社
に
１
月

２６
日
、
伊
東
洋
三
学
部
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
∥

写
真
。

▽
㈱
コ
ア
様
▽
㈱
ア
イ
ネ

ッ
ト
様
▽
㈱
宮
川
製
作
所
様

▽
Ｐ
ｏ
ｄ
Ｔ
Ｖ
㈱
様
▽
㈱
フ

ァ
ン
ワ
ー
ク
ス
様
▽
小
泉
成

器
㈱
様
▽
㈱
オ
ー
ジ
ス
総
研

様
▽
富
士
通
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
㈱
様

《
学
生
相
談
室
か
ら

の
お
知
ら
せ
》

◆
生
田
学
生
相
談
室
は
、
グ

リ
ー
ン
ト
ッ
プ
Ｂ
１
に
移
転
し

ま
し
た
。

◆
４
月
か
ら
、
学
生
・
大
学

院
生
を
対
象
に
、
校
友
弁
護
士

の
内
田
和
利
さ
ん
（
平
１６
法
）

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行
い

ま
す
。
毎
月
第
３
火
曜
日
（
８

月
の
み
第
２
火
曜
日
）
の
１４
時

３０
分
か
ら
１６
時
３０
分
（
１
回
３０

分
）
。
来
室
ま
た
は
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

相
談
内
容
の
概
略
を
う
か
が
い

ま
す
（
例

ア
ル
バ
イ
ト
先
と

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）
。

学
生

相
談
室
☎
０
４
４
（
９
１
１
）

１
２
７
８

《
学
生
生
活
課
か
ら

の
お
知
ら
せ
》

生
田
会
館
の
学
生
食
堂
「
森

永
」
に
か
わ
り
、
４
月
か
ら
「
ス

エ
ヒ
ロ
」
が
営
業
し
ま
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
、
相
手
方
の
意
に
反
し
て
、
性
的
な

性
質
の
言
動
を
行
い
、
そ
れ
に
対
す
る

対
応
に
よ
っ
て
仕
事
や
教
育
を
す
る
う

え
で
一
定
の
不
利
益
を
与
え
た
り
、
ま

た
は
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て

就
業
環
境
や
教
育
環
境
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
①
対

価
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
対
価
型
）
と
②

環
境
型
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
環
境
型
）
と

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
前
者
は
、
雇
用
上

や
教
育
上
の
有
利
な
取
り
扱
い
の
付
与

な
い
し
不
利
益
取
り
扱
い
の
回
避
を
対

価
と
し
て
性
的
行
為
を
要
求
す
る
こ
と

を
指
し
、
後
者
は
、
性
的
な
言
動
に
よ

っ
て
女
性
に
精
神
的
圧
迫
感
、
屈
辱
感

さ
ら
に
は
嫌
悪
感
を
抱
か
せ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
同
人
の
労
働
環
境
・
教
育
環
境

に
不
当
か
つ
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
を
指
す
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
場
合
、
悪
質
な
加

害
者
に
対
し
、
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
た

り
、
懲
戒
解
雇
や
退
学
処
分
が
行
わ
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
損
害
賠
償
責
任
も

問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、

近
年
は
、
被
害
者
が
泣
き
寝
入
り
せ
ず

加
害
者
や
会
社
に
対
し
損
害
賠
償
請
求

を
行
い
、
こ
れ
を
認
め
る
判
決
が
数
多

く
出
現
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
最
初
の
判
決
が
、
上

司
が
部
下
の
女
性
の
異
性
関
係
に
関
す

る
行
状
に
つ
い
て
の
悪
評
を
流
布
し
た

こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
環

境
型
の
事
件
を
扱
う
福
岡
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
訴
訟
（
福
岡
地
裁

平
成
四
年
四
月
一
六
日
判
決
）
で
あ

る
。
判
例
時
報
の
一
四
二
六
号
四
九
頁

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
図
書
館
で

そ
の
判
決
を
読
ん
で
、
こ
の
問
題
を
ぜ

ひ
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

（
山
田

創
一
）

専
修
大
学
ラ
ク
ロ
ス
愛
好
会
ト
ロ

ー
ジ
ェ
ン
ズ
（
男
子
）
・
リ
ト
ル
ビ

ー
ン
ズ
（
女
子
）
の
創
設
２０
周
年
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
２
月
６
日
、
東
京

・
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
１
０
０
人
を
超
え
る
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

∥
写
真
。

会
場
に
は
創
設
当
時
か
ら
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
や
写
真
パ
ネ
ル
が
飾
ら

れ
、
２０
年
の
歩
み
を
記
録
し
た
Ｖ
Ｔ

Ｒ
が
上
映
さ
れ
る
中
、
参
加
者
は
思

い
思
い
に
現
役
時
代
を
振
り
返
っ

た
。

セ
ク
ハ
ラ
と
裁
判

◀

姿
を
現
し
た
「
黒
門
」
∥
３
月
１６
日
の
除
幕
式
で

７
部
門
で
表
彰

冠木門復元、創立者４人を紹介、都電の敷石も…

育
・
友
・
会
・
寄
・
贈

ラクロス愛好会が創設２０周年

協
力
企
業
８
社
へ
感
謝
状
を
贈
呈

新
生

公
認
会
計
士
試
験
合
格
（
短
答
式
含
む
）

１９
人
に
奨
学
金

専大の歴史を盛り込む

▶

１
８
９
９
（
明
治
３２
）
年
当
時
の
「
黒
門
」

（１４）２０１０年（平成２２年）３月２６日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７４号


